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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中から所望とする補正モード
を使用者に選択させる選択制御手段と、
　特定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録さ
れた撮影画像に対し、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件と、前記選択制御手段が
使用者に選択させた補正モードに対応する画質補正条件との差分に相当する差分条件に応
じた補正処理を施す補正手段と
　を備えたことを特徴とする画像補正装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記撮影画像に対し、前記差分条件に応じた補正処理であるとともに
、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件に含まれる被写体種別に特有の所定の機構的
条件であって画像処理以外の撮影動作により実現された所定の機構的条件に応じた処理内
容が反映された補正処理を施すことを特徴とする請求項１記載の画像補正装置。
【請求項３】
　前記所定の撮影モードに対応する撮影条件に含まれる被写体種別に特有の所定の機構的
条件には、少なくとも撮影光学系の制御内容または撮像回路系の制御内容のいずれか一方
に関する撮影条件が含まれ、前記補正手段は、当該所定の機構的条件に応じた処理内容が
反映された補正処理を前記撮影画像に施すことを特徴とする請求項２記載の画像補正装置
。
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【請求項４】
　複数の被写体種別に対応する複数の見本画像を記憶する見本画像記憶手段と、
　この見本画像記憶手段に記憶されている見本画像を表示する表示手段と
　を備え、
　前記選択制御手段は、前記見本画像記憶手段に記憶されている複数の見本画像を前記表
示手段に表示させ、表示させたいずれかの見本画像の選択操作により使用者に所望とする
補正モードを選択させる
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記撮影画像の撮影時に適用されていた前記所定の撮影モードに対応
する撮影条件を、当該撮影画像に付随する所定の撮影条件情報に基づき判断することを特
徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項６】
　複数の被写体種別にそれぞれ対応するとともに撮影時に適用される撮影条件が互いに異
なる複数の撮影モードが選択的に設定可能なカメラ装置に設けられた
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項７】
　前記複数の撮影モードと前記複数の補正モードとの組み合わせに各々に対応した複数の
前記差分条件を記憶する差分条件記憶手段を備え、
　前記補正処理は、前記表示手段に表示された撮影画像に対し、前記差分条件記憶手段に
記憶されている前記差分条件であって、前記所定の撮影モードと、前記選択制御手段が使
用者に選択させた補正モードとの組み合わせに対応する差分条件に応じた補正処理を施す
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項８】
　複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中から所望とする補正モード
を使用者に選択させる選択制御手段と、
　特定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録さ
れた撮影画像の画質を、当該撮影画像の撮影時に、前記所定の撮影モードに対応する撮影
条件から前記特定の被写体種別に特有の条件が除外された標準の撮影条件が適用されてい
た場合に相当する標準画質に補正する第１の補正手段と、
　この第１の補正手段により標準画質に補正された後の撮影画像の画質を、前記選択制御
手段が使用者に選択させた補正モードに対応する画質補正条件に従い再補正する第２の補
正手段と
　を備えたことを特徴とする画像補正装置。
【請求項９】
　前記標準の撮影条件が適用されていた場合に相当する標準画質とは、撮影時に、前記特
定の被写体種別とは無関係に被写体の状態に応じて設定された撮影条件が適用されていた
場合に相当する画質であることを特徴とする請求項８記載の画像補正装置。
【請求項１０】
　前記標準の撮影条件が適用されていた場合に相当する標準画質とは、撮影時に、前記特
定の被写体種別とは無関係に、予め決められた撮影条件が適用されていた場合に相当する
画質であることを特徴とする請求項８記載の画像補正装置。
【請求項１１】
　前記第１の補正手段は、前記撮影画像に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件に
含まれる被写体種別に特有の所定の画質調整条件に応じた画像処理と逆の処理内容を含む
画像処理を施すことにより、前記撮影画像の画質を前記標準画質に補正することを特徴と
する請求項８乃至１０のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項１２】
　前記第１の補正手段は、前記撮影画像に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件に
含まれる被写体種別に特有の所定の画質調整条件に応じた画像処理と逆の処理内容と、前
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記所定の撮影モードに対応する撮影条件に含まれる被写体種別に特有の所定の機構的条件
であって画像処理以外の撮影動作により実現された所定の機構的条件に応じた処理内容と
を含む画像処理を施すことにより、前記撮影画像の画質を前記標準画質に補正することを
特徴とする請求項８乃至１１のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項１３】
　前記所定の撮影モードに対応する撮影条件に含まれる被写体種別に特有の所定の機構的
条件には、少なくとも撮影光学系の制御内容または撮像回路系の制御内容のいずれか一方
に関する撮影条件が含まれ、前記第１の補正手段は、当該所定の機構的条件に応じた処理
内容を含む画像処理を前記撮影画像に施すことを特徴とする請求項１２記載の画像補正装
置。
【請求項１４】
　複数の被写体種別に対応する複数の見本画像を記憶する見本画像記憶手段と、
　この見本画像記憶手段に記憶されている見本画像を表示する表示手段と
　を備え、
　前記選択制御手段は、前記見本画像記憶手段に記憶されている複数の見本画像を前記表
示手段に表示させ、表示させたいずれかの見本画像の選択操作により使用者に所望とする
補正モードを選択させる
　ことを特徴とする請求項８乃至１３のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項１５】
　前記第１の補正手段は、前記撮影画像の撮影時に適用されていた前記所定の撮影モード
に対応する撮影条件を、当該撮影画像に付随する所定の撮影条件情報に基づき判断するこ
とを特徴とする請求項８乃至１４のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項１６】
　複数の被写体種別にそれぞれ対応するとともに撮影時に適用される撮影条件が互いに異
なる複数の撮影モードが選択的に設定可能なカメラ装置に設けられ、
　前記選択制御手段は、前記複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中
から所望とする補正モードを使用者に選択させ、
　前記第２の補正手段は、前記選択制御手段が使用者に選択させた補正モードと同一の被
写体種別に対応する撮影モードの設定時に適用される撮影条件を前記画質補正条件として
前記第１の補正手段による補正後の撮影画像の画質を再補正する
　ことを特徴とする請求項８乃至１５のいずれかに記載の画像補正装置。
【請求項１７】
　前記第２の補正手段は、前記第１の補正手段による補正後の撮影画像に対し、前記画質
補正条件としての撮影条件に含まれる被写体種別に特有の所定の機構的条件であって画像
処理以外の撮影動作により実現された所定の機構的条件に応じた処理内容を含む画像処理
を施すことにより、前記第１の補正手段による補正後の撮影画像の画質を再補正すること
を特徴とする請求項１６記載の画像補正装置。
【請求項１８】
　複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中から所望とする補正モード
を使用者に選択させる工程と、
　特定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録さ
れた撮影画像に対し、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件と、使用者に選択させた
補正モードに対応する画質補正条件との差分に相当する差分条件に応じた補正処理を施す
工程と
　を含むことを特徴とする画像補正方法。
【請求項１９】
　コンピュータに、
　複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中から所望とする補正モード
を使用者に選択させる処理と、
　特定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録さ
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れた撮影画像に対し、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件と、使用者に選択させた
補正モードに対応する画質補正条件との差分に相当する差分条件に応じた補正処理を施す
処理と
　を実行させるためのプログラム。
【請求項２０】
　複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中から所望とする補正モード
を使用者に選択させる工程と、
　特定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される撮影モードで撮影され記録された撮
影画像の画質を、当該撮影画像の撮影時に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件か
ら前記特定の被写体種別に特有の条件が除外された標準の撮影条件が適用されていた場合
に相当する標準画質に補正する工程と、
　標準画質に補正した後の撮影画像の画質を、使用者に選択させた補正モードに対応する
画質補正条件に従い再補正する再補正する工程と
　を含むことを特徴とする画像補正方法。
【請求項２１】
　コンピュータに、
　複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モードの中から所望とする補正モード
を使用者に選択させる処理と、
　特定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される撮影モードで撮影され記録された撮
影画像の画質を、当該撮影画像の撮影時に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件か
ら前記特定の被写体種別に特有の条件が除外された標準の撮影条件が適用されていた場合
に相当する標準画質に補正する処理と、
　標準画質に補正した後の撮影画像の画質を、使用者に選択させた補正モードに対応して
予め決められている画質補正条件に従い再補正する再補正する処理と
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影時に所定の撮影モードで撮影され記録された撮影画像を補正する画像補
正装置、及び画像補正方法、プログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラにおいては、ポートレート、風景、夜景等の被写体の種別に応じ
た複数の撮影モードを備え、被写体の種別に応じた撮影モードを予め選択しておけば、撮
影時には、記録する画像に対する画質調整条件、すなわち色強調、シャープネス、彩度、
ホワイトバランス、色フィルタ等の画像処理内容として被写体に適したものが自動的に設
定されるものが多い。
【０００３】
　また、上記とは別に、より具体的な種々の被写体種別（以下、撮影シーンという。）を
示すと同時に、撮影結果の見本となる見本画像を多数用意しておき、ユーザーに、これか
ら撮影しようとしている被写体と同様の撮影シーン、或いは好みに応じた雰囲気の撮影シ
ーンを前記見本画像を介して予め選択させ、撮影時には、選択された撮影シーンに対応す
る前述した画質調整条件を自動的に設定する撮影機能（以下、ベストショット撮影機能と
言う。）を備えたものが公知である（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　係るベストショット撮影機能においては、多種多様な撮影シーンに応じた多数の撮影モ
ードを提供すると同時に、撮影時にユーザーの意図に合致するような前述した画質調整条
件等を簡単かつ確実に設定することができるという利点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１０１３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記のように被写体種別に応じた撮影モードがデジタルカメラに予め用意さ
れていても、種々の理由により、撮影時にいずれの撮影モードも設定せずに撮影が行われ
る場合も多い。また、撮影後に、既に記録されている撮影画像に対して意図する雰囲気を
付加したい場合もある。その様な場合、ユーザーは、例えば任意の画像処理ソフト（所謂
、レタッチソフト）を用いパーソナルコンピュータ上で撮影画像の画質を調整すれば、そ
の撮影画像を、撮影時に特定の被写体種別に応じた撮影モードを利用していた場合と同様
の雰囲気を有する画像に加工することが可能である。しかしながら、その様な撮影画像の
画質調整作業は複雑である。しかも、係る画質調整作業にはある程度の経験や知識を必要
とするため、誰もが容易に行えるというものではないという問題があった。
【０００７】
　本発明は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、誰もが容易に、記録されて
いる撮影画像を、特定の被写体種別に応じた撮影モードを設定して撮影されていた場合と
同様の雰囲気を有する画像に補正することが可能となる画像補正装置、及び画像補正方法
と、それらの実現に使用されるプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による画像補正装置は、複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モード
の中から所望とする補正モードを使用者に選択させる選択制御手段と、特定の被写体種別
に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録された撮影画像に対し
、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件と、前記選択制御手段が使用者に選択させた
補正モードに対応する画質補正条件との差分に相当する差分条件に応じた補正処理を施す
補正手段とを備えたことを特徴とする。
　また、他の態様による画像補正装置は、複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補
正モードの中から所望とする補正モードを使用者に選択させる選択制御手段と、特定の被
写体種別に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録された撮影画
像の画質を、当該撮影画像の撮影時に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件から前
記特定の被写体種別に特有の条件が除外された標準の撮影条件が適用されていた場合に相
当する標準画質に補正する第１の補正手段と、この第１の補正手段により標準画質に補正
された後の撮影画像の画質を、前記選択制御手段が使用者に選択させた補正モードに対応
する画質補正条件に従い再補正する第２の補正手段とを備えたことを特徴とする。
　本発明による画像補正方法は、複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補正モード
の中から所望とする補正モードを使用者に選択させる工程と、特定の被写体種別に対応す
る撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録された撮影画像に対し、前記所
定の撮影モードに対応する撮影条件と、使用者に選択させた補正モードに対応する画質補
正条件との差分に相当する差分条件に応じた補正処理を施す工程とを含むことを特徴とす
る。
　また、他の態様による画像補正方法は、複数の被写体種別にそれぞれ対応する複数の補
正モードの中から所望とする補正モードを使用者に選択させる工程と、特定の被写体種別
に対応する撮影条件が適用される撮影モードで撮影され記録された撮影画像の画質を、当
該撮影画像の撮影時に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件から前記特定の被写体
種別に特有の条件が除外された標準の撮影条件が適用されていた場合に相当する標準画質
に補正する工程と、標準画質に補正した後の撮影画像の画質を、使用者に選択させた補正
モードに対応する画質補正条件に従い再補正する再補正する工程とを含むことを特徴とす
る。
　本発明によるプログラムは、コンピュータに、複数の被写体種別にそれぞれ対応する複
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数の補正モードの中から所望とする補正モードを使用者に選択させる処理と、特定の被写
体種別に対応する撮影条件が適用される所定の撮影モードで撮影され記録された撮影画像
に対し、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件と、使用者に選択させた補正モードに
対応する画質補正条件との差分に相当する差分条件に応じた補正処理を施す処理とを実行
させることを特徴とする。
　また、他の態様によるプログラムは、コンピュータに、複数の被写体種別にそれぞれ対
応する複数の補正モードの中から所望とする補正モードを使用者に選択させる処理と、特
定の被写体種別に対応する撮影条件が適用される撮影モードで撮影され記録された撮影画
像の画質を、当該撮影画像の撮影時に、前記所定の撮影モードに対応する撮影条件から前
記特定の被写体種別に特有の条件が除外された標準の撮影条件が適用されていた場合に相
当する標準画質に補正する処理と、標準画質に補正した後の撮影画像の画質を、使用者に
選択させた補正モードに対応して予め決められている画質補正条件に従い再補正する再補
正する処理とを実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、誰もが容易に、既に撮影されている撮影画像を、特定の被写体種別に
応じた撮影モードを設定して撮影されていた場合と同様の雰囲気を有する画像に補正する
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に係るデジタルカメラのブロック図である。
【図２】画像メモリの格納データを示した概念図である。
【図３】撮影条件テーブルを示した図である。
【図４】画像ファイルのデータ構成を示す概念図である。
【図５】記録モード及び再生モードでの動作の概略を示す説明図である。
【図６】再生モードにおけるＭＰＵの処理内容を示したフローチャートである。
【図７】撮影条件に機構的条件が含まれている場合における他の撮影条件テーブルを示し
た、図３に対応する図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について説明する。本実施形態は、既説したベスト
ショット撮影機能と、ベストショット撮影機能を用いて撮影された撮影画像（記録画像）
の画質を撮影時とは異なる撮影シーンに応じた画質に補正する機能（以下、再生ベストシ
ョット機能という。）とを有する、本発明の画像補正装置を含むデジタルカメラに関する
ものである。
【００３５】
　図１は、デジタルカメラ１の電気的構成の概略を示すブロック構成図である。デジタル
カメラ１は撮像手段であるＣＣＤ２を備えるとともに、ＣＣＤ２により撮像した画像を圧
縮・伸張し、Ｅｘｉｆ形式の画像ファイルを生成・再生する画像処理機能を備えたＭＰＵ
３を中心に構成されている。
【００３６】
　ＣＣＤ２の受光面には、ズームレンズ及びフォーカスレンズ等を構成する光学系４、及
び絞り６を通過して被写体の光学像が結像される。光学系４は、ＡＦモータやズームモー
タ等からなる駆動機構５に保持されており、ＭＰＵ３からの制御信号により光学系駆動部
７が出力する駆動信号が駆動機構５に供給されることにより光軸上を前後に駆動される。
また、絞り６は、ＭＰＵ３からの制御信号に基づき絞り駆動部８が発生する駆動信号によ
り駆動しＣＣＤ２に入射する被写体像の光量を調整する。
【００３７】
　一方、ＭＰＵ３には、タイミング信号を発生するＴＧ（Timing Generator）９が接続さ
れており、ＣＣＤ２は、ＴＧ９が発生したタイミング信号に基づきＶドライバー１０（垂
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直方向ドライバー）が生成する駆動信号により駆動され、被写体像の輝度に応じたアナロ
グの撮像信号をアナログ信号処理部１１へ出力する。
【００３８】
　アナログ信号処理部１１は、アナログアンプであるゲイン調整アンプ（ＡＧＣ）と、Ｃ
ＤＳ回路（Correlated Double Sampling：相関二重サンプル回路）と、デジタル信号に変
換するＡ／Ｄ変換器（ＡＤ）とからなり、ＣＣＤ２の出力信号は、ここで黒レベルを合わ
せてサンプリングされデジタル信号としてＭＰＵ３に送られる。
【００３９】
　また、ＭＰＵ３には操作キー部１２と、ＴＦＴ液晶モニタ１３、ストロボ１４、ＤＲＡ
Ｍ１５、ＭＲＯＭ１６、画像メモリ１７が接続されている。
【００４０】
　操作キー部１２は、電源キー、シャッターキーや、各種のモード設定キー、メニューキ
ー、十字キー及びセットキー等から構成され、それらのキー操作に伴う信号は直接ＭＰＵ
３へ送出される。本実施形態において、上記モード設定キーは、デジタルカメラの基本の
動作モードである撮影用の記録モードを設定するための記録モードキー、記録画像の再生
用の再生モードを設定するための再生モードキー、記録モードでベストショット撮影機能
の使用を指示するためのベストショットキー（ＢＳキー）である。
【００４１】
　ストロボ１４は、ＭＰＵ３の指令に基づき撮影時の補助光を発光する発光管や、その駆
動回路から構成される。
【００４２】
　ＤＲＡＭ１５は作業用のメモリ、画像メモリ１７は各種のメモリカード等からなる画像
記録用のメモリであって、ＣＣＤ２からＭＰＵ３に送られたデジタル信号（撮像信号）は
ＤＲＡＭ１５に一時保存されるとともに、ＭＰＵ３によって各種の画像処理が施され、さ
らにＪＰＥＧ（Joint Photograph coding Experts Group）方式により圧縮符号化された
後、画像データとして画像メモリ１７に記録される。
【００４３】
　画像メモリ１７に記録された画像データは、必要に応じてＭＰＵ３に読み出され、伸長
処理、輝度信号及び色信号の付加等の処理を経てデジタルビデオ信号やアナログビデオ信
号に生成され、ＴＦＴ液晶モニタ１３によって表示される。また、ＴＦＴ液晶モニタ１３
には、記録モードにおいて周期的に撮像された画像がスルー画像として表示される。
【００４４】
　ＭＲＯＭ１６は、ＭＰＵ３における各部の制御及びデータ処理に必要な各種の動作プロ
グラムが記録されたプログラムＲＯＭである。ＭＲＯＭ１６には撮影時の適正な露出値（
ＥＶ）に対応する絞り値（Ｆ）とシャッタースピードとの組み合わせを示すプログラム線
図を構成するプログラムＡＥデータ等も記録されている。
【００４５】
　ＭＰＵ３は、前記プログラム線図に従い、シャッター速度である前記ＣＣＤ２の電荷蓄
積時間や、前記絞り５の開放度、前記アナログ処理部１１のゲイン調整アンプ（ＡＧＣ）
のゲインの制御によるＡＥ制御を行う。また、所定のプログラムに従いフォーカスレンズ
を駆動するＡＦ（オートフォーカス）制御、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）制御を行
う。また、シャッターキーが押下された撮影操作時には、必要に応じてストロボ１４によ
る撮影補助光の発光、及びその発光量を制御する。
【００４６】
　また、ＭＰＵ３は、撮影用の記録モードで前述したＢＳキーが押されたときには、見本
画像等の表示や、ユーザーにより選択された見本画像（撮影シーン）に応じた撮影条件の
設定に関する制御を行う。さらに、再生モードでＢＳキーが押されたときには、ユーザー
によるキー操作に応じて見本画像等の表示を含む後述する処理を行い、本発明の選択制御
手段、第１の補正手段、第２の補正手段として機能する。
【００４７】
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　また、画像メモリ１７には、図２に示したように、撮影により取得された撮影画像デー
タ（画像ファイル）１０１を記憶する記憶領域とは別の領域に、ベストショット撮影機能
の利用時や、再生モードにおいて使用される見本画像データ１０２と撮影条件データ１０
３とが記憶されている。見本画像データ１０２は、種々の被写体種別（撮影シーン）に対
応する複数の見本画像のデータである。
【００４８】
　撮影条件データ１０３は、図３に例示したような撮影条件テーブルＴを構成するデータ
である。このデータは、撮影条件番号によって管理される撮影条件名と撮影パラメータと
から構成され、撮影条件名と撮影パラメータとは前記複数の見本画像の各々に対応してい
る。また、撮影パラメータは、対応する見本画像と同等の撮影結果を得るための撮影条件
を示すデータであって、より具体的には撮影時に制御可能な、色強調、シャープネス、彩
度、ホワイトバランス、フィルタ等の複数の制御項目の設定内容を示すパラメータである
。なお、見本画像データ１０２と撮影条件データ１０３は画像メモリ１７に限らず、ＭＲ
ＯＭ１６に記憶されていても構わない。
【００４９】
　一方、図４は、撮影時に画像メモリ１７に記録されている画像ファイル、すなわちＥｘ
ｉｆ形式の画像ファイルのデータ構成を示す概念図である。Ｅｘｉｆ規格の画像ファイル
は、Ｅｘｉｆ規格のファイルであることを識別するためのヘッダと、画像データに関する
種々の情報を含むタグ情報、及びサムネイル画像データとからなる画像付加情報と、サム
ネイル画像データのオリジナルである元画像データ（撮影画像の圧縮データ）から構成さ
れている。前記タグ情報には、メーカ独自の情報が記述されるメーカノート部分と、それ
以外の部分とが存在している。ベストショット撮影機能による撮影で記録された画像ファ
イルにおいては、図示したようにメーカノート部分に前述した撮影条件番号が記述され、
他の部分に一般的な撮影パラメータがファイル情報等と共に記述される。なお、メーカノ
ート部分には、メーカ独自の撮影パラメータも記述される。
【００５０】
　そして、以上のデジタルカメラ１においては、記録モードが設定されているとき、及び
再生モードが設定されているときには、以下のように動作する。まず、記録モード及び再
生モードにおける動作の概略について説明する。
【００５１】
　すなわち図５（ａ）は、記録モードにおいてベストショット撮影機能を用いた撮影が行
われる場合における動作の概略を示した説明図である。デジタルカメラ１は、記録モード
においてＴＦＴ液晶モニタ１３にスルー画像２０１を表示した撮影待機状態にあるときＢ
Ｓキーが押されたら、前述した複数の見本画像等からなるシーン選択画面２０２を表示し
てユーザーに所望の撮影シーンを選択・決定させる。
【００５２】
　そして、いずれかの撮影シーンが選択・決定された後には、再び撮影待機状態へ戻り、
その状態でシャッターキーが押されたら、選択された撮影シーン（見本画像）に対応する
撮影条件に従った撮影動作を行う。すなわち所定の撮影モードでの撮影を行い被写体を撮
像し、画像ファイルとして記録する。
【００５３】
　一方、図５（ｂ）は、再生モードにおいて前述した再生ベストショット機能が使用され
る場合における動作の概略を示した説明図である。デジタルカメラ１は、再生モードにお
いて任意の記録画像（撮影画像）２１１をＴＦＴ液晶モニタ１３に表示している再生状態
にあるときＢＳキーが押されたら、前述した複数の見本画像等からなるシーン選択画面２
０２を表示してユーザーに所望の撮影シーンを選択・決定させる。なお、ここで表示する
シーン選択画面２０２は、記録モードでＢＳキーの操作に伴い表示するものと同一である
。
【００５４】
　そして、いずれかの撮影シーンが選択・決定された後には、決定された撮影シーン（見
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本画像）に対応する撮影条件に従って再生中の記録画像の画質を補正して、すなわち所定
の再生モードによる画質補正を行い、その補正後の画像（以下、補正画像という。）２１
２をＴＦＴ液晶モニタ１３にいったん表示する。さらに、その状態でシャッターキーが押
されたら、表示中の補正画像２１２を記録画像とは別に新たな画像ファイルを作成し記録
する。
【００５５】
　図６は、再生モードでユーザーにより任意の記録画像が選択された後、ＭＰＵ３が実行
する本発明に係る処理の内容を示したフローチャートである。
【００５６】
　以下説明すると、ＭＰＵ３は、任意の記録画像が選択されたときには、選択された記録
画像（撮影画像）の圧縮データ（画像ファイル）を画像メモリ１７から読み出し、それを
伸張してＤＲＡＭ１５に展開した後、ＴＦＴ液晶モニタ１３に表示させる（ステップＳ１
）。引き続き、ＭＰＵ３は、ユーザーによりＢＳキーが操作されたか否かを判別し、ＢＳ
キーが押されなければ（ステップＳ２でＮＯ）、ステップＳ１へ戻って記録画像２１１（
図５（ｂ）参照）の表示を継続する。
【００５７】
　一方、ＢＳキーが押されたら（ステップＳ２でＹＥＳ）、画像メモリ１７に記憶されて
いる見本画像データ１０２、及び撮影条件データ１０３の一部（撮影条件番号と撮影条件
名）を読み出し、それらから構成される前述したシーン選択画面２０２（図５（ｂ）参照
）をＴＦＴ液晶モニタ１３に表示させて（ステップＳ３）、ユーザーに、所定のキー操作
による所望とする撮影シーン（見本画像）の選択を促す。
【００５８】
　やがて、撮影シーンの決定操作があったら（ステップＳ４でＹＥＳ）、表示中の記録画
像２１１に付加されている撮影条件番号に対応する図３に示したいずれかの撮影パラメー
タ、すなわち撮影時に適用されていた撮影パラメータを読み出し（ステップＳ５）、読み
出した撮影パラメータに基づき、上記記録画像２１１（ＤＲＡＭ１５内の画像データ）に
逆変換補正処理を施し、その画質を標準画質に補正する（ステップＳ６）。
【００５９】
　すなわち、撮影時に行われていた画像処理と逆内容の画像処理を行うことにより、表示
中の記録画像２１１の画質を、撮影時に上記撮影パラメータに基づいた画像処理が行われ
なかった場合、つまりベストショット撮影機能を用いた撮影が行われていなかった場合に
相当する標準画質に補正する。より具体的には、例えば図３に示した撮影条件番号「２」
、撮影条件名「風景撮影」に対応する撮影パラメータが撮影時に適用されていた場合には
、撮影時にはシャープネスを「＋２」、彩度を「＋２」とする画像処理が行われているの
で、ここではシャープネスを「－２」、彩度を「－２」とする画像処理を行う。
【００６０】
　さらに、画像メモリ１７から、先にシーン選択画面２０２においてユーザーにより選択
されていた撮影シーンに対応する撮影パラメータを読み出し（ステップＳ７）、当該撮影
パラメータに従い、上述したように標準画質に補正した画像を再補正する（ステップＳ８
）。つまり標準画質状態にある画像に対し、新たに選択された撮影シーンの撮影パラメー
タを画質補正条件とし、その内容に応じた画像処理を施す。より具体的には、例えば新た
に選択された撮影パラメータが図３に示した撮影条件番号「６」、撮影条件名「緑を鮮や
かに」に対応するものである場合には、「緑」に対する色強調を行い、かつシャープネス
を「＋２」、彩度を「＋２」とする画像処理を行う。
【００６１】
　しかる後、この時点の画像を最終的な補正画像２１２（図５（ｂ）参照）としてＴＦＴ
液晶モニタ１３に表示させる（ステップＳ９）。そして、補正画像２１２を表示した後に
は、シャッターキーの押下による補正の決定が指示されたら（ステップＳ１０でＹＥＳ）
、補正画像２１２を補正前の記録画像２１１とは別に新たな画像ファイルとして画像メモ
リ１７に記録する（ステップＳ１１）。また、所定のキー操作による変更指示があった場
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合には（ステップＳ１０でＮＯ）、前述したステップＳ３へ戻り、ＴＦＴ液晶モニタ１３
にシーン選択画面２０２を表示させ、ユーザーに所望とする撮影シーン（見本画像）を再
び選択させる。以後、前述した動作を繰り返す。
【００６２】
　以上のように本実施形態のデジタルカメラ１においては、既に撮影されている記録画像
２１１（撮影画像）を、それが特定の被写体種別つまり撮影シーンに応じた撮影モードで
撮影されていた場合と同様の雰囲気を有する画像に補正することができる。しかも、その
際、ユーザーにあっては、図５に示したように、ＢＳキーを押してシーン選択画面２０２
を表示させた後、所望とする撮影シーンを選択する操作を行うだけでよく、記録画像の補
正作業を誰もが容易に行うことができる。また、その手順が、ベストショット撮影機能を
用いた撮影を行う場合と同様であるため、使い勝手も極めて良好である。
【００６３】
　さらには、補正対象の撮影画像がベストショット撮影機能を用いて撮影されており、撮
影時に特定の撮影シーン（被写体種別）に応じた撮影条件が適用されていたとしても、記
録画像の画質をいったん標準画質に戻してから、新たに選択された撮影シーン（被写体種
別）に対応する撮影条件に応じた補正を行うため、記録画像の画質を支障なく撮影時とは
異なる撮影シーンに応じた画質に補正することができる。つまり、被写体種別に応じた特
定の撮影条件が適用される、ある撮影モードで撮影されて記録された撮影画像に、撮影時
とは異なる撮影モードで撮影された場合と同様の雰囲気を付与することができる。
【００６４】
　その結果、例えば撮影時と撮影後とにおいてユーザーの意図が変わったような場合であ
ってもそれに対応することが可能であり、ユーザーは常に意図する雰囲気の撮影画像を得
ることができる。
【００６５】
　ここで、本実施形態では便宜上、補正対象となる記録画像がベストショット撮影機能を
用いた撮影されたものだけである場合を想定して説明したが、実際には、補正対象の記録
画像がベストショット撮影機能を用いることなく撮影されたものである場合もある。した
がって、本発明を実際に実施する場合には、ＭＰＵ３に以下の処理を行わせることとなる
。
【００６６】
　例えば前述したステップＳ４の直後に、画像ファイルの前述したメーカノート部分のデ
ータを確認することにより、補正対象となっている表示中の記録画像２１１が、ベストシ
ョット撮影機能を用いた撮影されたものであるか否かを判断する処理を行わせ、その判別
結果がＹＥＳである場合には、そのまま前述したステップＳ５の逆変換補正処理を行わせ
る一方、上記の判別結果がＮＯである場合には、続くステップＳ５，Ｓ６をスキップして
ステップＳ７の処理へ進み、ステップＳ８では表示中の記録画像２１１を対象とした補正
処理を行わせる。
【００６７】
　これにより、補正対象の記録画像がベストショット撮影機能を用いることなく撮影され
たものである場合についても、その記録画像を、それが特定の被写体種別（撮影シーン）
に応じた撮影モードで撮影されていた場合と同様の雰囲気を有する画像に補正することが
できる。
【００６８】
　なお、本実施形態においては、前述したステップＳ６の逆変換補正処理に際しては、撮
影時に選択されていた撮影シーン、すなわち撮影時に適用されていた撮影パラメータ（撮
影条件）を、画像ファイルのメーカノート部分に記述されている撮影条件番号（図４参照
）から判断するようにしたが、以下のようにすることができる。
【００６９】
　例えば前述したようにメーカノート部分には撮影時に使用された撮影パラメータが記述
されているため、その撮影パラメータに基づき前述した逆変換補正処理を行うようにする
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こともできる。その場合、例えば本実施形態のデジタルカメラ１と同様のベストショット
撮影機能、及び再生ベストショット機能を備えた他のデジタルカメラにおいて、再生ベス
トショット機能を利用するとき、画像メモリ１７に記憶されている見本画像データ１０２
や撮影条件データ１０３の内容が異なる、つまり撮影時に選択可能な撮影シーンの一部又
は全てが一致していない場合があり得るが、その様な場合であってもメーカノート部分に
記述されている撮影パラメータに基づき前述した逆変換補正処理を行えば、撮影後の補正
を支障なく行うことができる。
【００７０】
　また、本実施形態においては、前述したようにステップＳ６で逆変換補正処理を行った
後、さらにステップＳ８で再補正処理を行うことにより、つまり異なる２段階の画像処理
（画質調整処理）を行って最終的な補正画像２１２を取得するものについて説明したが、
係る２段階の画像処理に代えて、次のような処理を行うようにしてもよい。すなわち、撮
影時に適用されていた撮影パラメータと、再生時に選択された撮影シーンに対応する撮影
パラメータとの差分に相当する撮影パラメータ（差分条件）の内容に応じた画像処理を行
う、つまり前述した２段階の画像処理を一括した補正処理により行うようにしてもよい。
【００７１】
　より具体的には、例えば撮影時に撮影条件番号が「２」、撮影条件名が「風景撮影」の
撮影シーンが選択されていた記録画像に対して、再生時（補正時）に撮影条件番号が「６
」、撮影条件名が「緑を鮮やかに」の撮影シーンが選択された場合においては「緑」に対
する色強調のみを行うようにしてもよい。その場合であっても、本実施形態と同様の補正
効果を得ることができる。
【００７２】
　また、以上の説明においては、記録モードで選択可能な撮影シーンの各々に対応して決
められている撮影条件が、図３に示したように「色強調」、「シャープネス」、「彩度」
等のように撮影時に所定の画像処理を施すことにより実現される制御内容、つまり本発明
における画質調整条件によって構成される場合について述べたが、撮影シーンによっては
、それに対応する撮影条件に、画像処理以外の撮影動作により実現される制御内容、つま
り本発明における機構的条件が含まれている場合もある。
【００７３】
　上記機構的条件としては、例えば「フォーカス」、「絞り」等の撮影光学系の制御内容
に関する撮影条件、ＣＣＤ２の電荷蓄積時間の制御により実現される「シャッタースピー
ド」、ＣＣＤ２の電荷蓄積時間とアナログ信号処理部１１のゲイン調整アンプ（ＡＧＣ）
のゲインとの制御により実現される「ＥＶシフト」等の撮像回路系の制御内容に関する撮
影条件、「ストロボ発光」等の撮影光学系や撮像回路系以外の構成部分の制御により実現
される撮影条件である。なお、係る機構的条件を含むより具体的な撮影条件（複数の撮影
パラメータの制御内容）については後述する。また、撮影条件に機構的条件が含まれてい
る場合には、以下のようにすることが望ましい。
【００７４】
　まず、本実施形態のように、逆変換補正処理（ステップＳ６）と再補正処理（ステップ
Ｓ８）との異なる２段階の画像処理により最終的な補正画像２１２を取得する構成におい
ては、次のようにする。すなわち撮影時の撮影条件に上記の機構的条件が含まれている場
合には、前記逆変換補正処理の処理内容を上記の機構的条件に応じた処理内容とすること
が望ましい。例えば逆変換補正処理に際しては、前述した処理に加えて、上記の機構的条
件による効果に近い効果を得ることが可能な画像処理と逆内容の画像処理を行うようにす
る。その場合には、記録画像の画質をより現実的な標準画質に補正することができる。
【００７５】
　なお、その場合、逆変換補正処理に際して補正目標となる標準画質は、撮影時に単純な
ＡＥ制御が行われていた場合に相当する画質、つまり特定の被写体種別とは無関係に被写
体の状態に応じて設定された撮影条件が適用されていた場合に相当する画質でもよい。ま
た、絞りやシャッタースピードの設定値が基準として予め想定されている所定の値に設定
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された状態の撮影条件が適用されていた場合に相当する画質、つまり特定の被写体種別と
は無関係に、予め決められた撮影条件が適用されていた場合に相当する画質でもよい。
【００７６】
　また、再生時（補正時）の撮影条件（画質補正条件）に上記の機構的条件が含まれてい
る場合には、再補正処理の処理内容を上記の機構的条件に応じた処理内容とすることが望
ましい。例えば再補正処理に際しては、上記の機構的条件による効果に近い効果を得るこ
とが可能な画像処理を行うようにする。その場合には、最終的な補正画像の画質を、再生
時に指定された撮影シーンの撮影条件が実際の撮影時に適用されていた場合の画質により
近づけることができる。
【００７７】
　さらに、上述した機構的条件に応じた逆変換補正処理や再補正処理には、例えば画像認
識処理や画像認識処理を含めるようにしてもよい。その場合には、特定の被写体（人物等
の主たる被写体）と背景との分離を行い、それぞれに異なる画質調整を行うことが可能と
なる。
【００７８】
　また、先に言及したように、本実施形態とは異なり逆変換補正処理や再補正処理を一括
して行う構成においても、撮影条件（画質補正条件）に上記の機構的条件が含まれている
場合には、逆変換補正処理や再補正処理を一括した補正処理により行う際に機構的条件に
応じた処理を行えば、最終的な補正画像の画質を、再生時に指定された撮影シーンの撮影
条件が実際の撮影時に適用されていた場合の画質により近づけることができる。
【００７９】
　無論、その場合には、撮影時の撮影条件と再生時（補正時）の撮影条件（画質補正条件
）との組み合わせに応じて補正処理の内容が異なるため、予め撮影時と再生時との撮影条
件の組み合わせに応じた複数種類の差分条件を画像メモリ１７等に予め記憶しておき、補
正に際しては、撮影時と再生時との撮影条件の組み合わせに応じた差分条件を適宜読み出
し、その差分条件に従った補正処理を行うようにすればよい。
【００８０】
　ここで、先に述べた機構的条件が含まれている場合の具体的な撮影条件と、それに応じ
た撮影時の処理内容、及びそれと対応する記録画像に対する補正処理（画質調整処理）の
内容について説明する。図７は、ベストショット撮影機能で選択可能な撮影シーンに対応
する各々の撮影条件に、上記機構的条件が含まれている場合における他の撮影条件テーブ
ルＴｎの一例を示した図であり、図３に対応する図である。この撮影条件テーブルＴｎに
おいて、撮影パラメータは「フォーカス」、「絞り」、「シャッタースピード」、「ＥＶ
シフト」、「ホワイトバランス」、「ストロボ発光」、「彩度」といった制御項目から構
成されている。また、各々の撮影パラメータ（制御項目）には、「夜景」、「夜の人物」
、「人物と夜景」、「花」、「逆光の人物」といった各撮影条件名（撮影シーン）に対応
する制御内容が設定されている。
【００８１】
　なお、上記撮影パラメータのうちの「ホワイトバランス」は、本実施形態と同様に所定
の画像処理により実現される撮影条件であるが、例えば前述したアナログ処理部１１のゲ
イン調整アンプ（ＡＧＣ）が本実施形態とは異なりＲＧＢの色別に撮像信号のゲインを調
整可能な構成である場合であって、ゲイン調整アンプのゲインのバランス調整によって調
整されるものでは、「ホワイトバランス」も撮像回路系の制御により実現される撮影条件
（機構的条件）となる。
【００８２】
　以下、図７に例示した各々の撮影条件に応じた撮影時の処理内容、及びそれと対応する
記録画像に対する補正処理（画質調整処理）の内容について説明する。
【００８３】
　撮影条件名「夜景」の撮影条件は、風景（遠景）をメインとして夜の雰囲気を保ったま
まで夜間撮影するためのものである。係る撮影条件に基づく撮影時においては、「フォー
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カス」をＡＦ評価値の測定範囲が狭いスポットＡＦモードとし、また、夜間で光量が足り
ず、遠景まではストロボ光が届かない状況が想定されるため、被写体までの距離に関係な
く標準状態の明るさを確保することを目的として「絞り」、「シャッタースピード」を自
動（ＡＥ制御に応じた設定値）とする。同時に夜の雰囲気を保つためにＥＶ値を＋２ＥＶ
程度を限度としてシフト（補正）させて撮影を行う。
【００８４】
　したがって、撮影シーンとして「夜景」が選択されたときの記録画像に対する補正処理
では、例えば画像全体の平均明るさを求め、この平均明るさが所定の値になるように画像
全体の明るさを一律に補正することにより、撮影時に上記撮影シーンが選択されていた場
合と同様の雰囲気を有する画像を得ることとなる。
【００８５】
　撮影条件名「夜の人物」の撮影条件は、人物（近景）を主たる被写体とした夜間撮影を
行うためのものである。係る撮影条件に基づく撮影時においては、「フォーカス」をスポ
ットＡＦモードとし、また、風景（遠景）を明るく写す必要がないので、「ストロボ発光
」を強制発光とし、かつ「絞り」、「シャッタースピード」を自動として、人物（近景）
のみが明るく写るようにする。同時に夜の雰囲気を保つためにＥＶ値を１ＥＶ程度を限度
としてアップ（補正）させ、さらに「彩度」を１段階アップさせて撮影を行う。
【００８６】
　したがって、撮影シーンとして「夜の人物」が選択されたときの記録画像に対する補正
処理では、例えば画像全体に対する輝度補正を行ってしまうと、ストロボ光が届かない背
景部分までもが補正されてしまうので、撮影時と同じ雰囲気の撮影状態を再現するために
、画像処理によって人物部分の輪郭を検出し、この人物部分に対して選択的に輝度補正を
行うことにより、撮影時に上記撮影シーンが選択されていた場合と同様の雰囲気を有する
画像を得ることとなる。
【００８７】
　撮影条件名「人物と夜景」の撮影条件は、人物（近景）と風景（遠景）の両方を主たる
被写体とした夜間撮影を行うためのものである。係る撮影条件に基づく撮影時においては
、「フォーカス」をスポットＡＦモードとし、「ストロボ発光」を強制発光することによ
り人物（近景）の明るさを確保する。同時に風景（遠景）の明さについては、「絞り」を
自動にすると人物（近景）に対して２重に明るさ補正をすることになってしまうため「シ
ャッタスピード」を自動とすることによって確保する。
【００８８】
　したがって、撮影シーンとして「人物と夜景」が選択されたときの記録画像に対する補
正処理では、例えば画像全体の輝度ヒストグラム分布の中で最低輝度部分と最高輝度の部
分の間を広げるような画像データの変換を行い、コントラストを保つことにより、撮影時
に上記撮影シーンが選択されていた場合と同様の雰囲気を有する画像を得ることとなる。
【００８９】
　撮影条件名「花」に対応する撮影条件は、花をメインとして撮影するためのものである
。係る撮影条件に基づく撮影時においては、花にピントを合わせて背景をボカすため、「
フォーカス」を合焦範囲を数センチメートル以内とするマクロモードとし、かつ被写界深
度が浅くなるように「絞り」をＦ３以下に設定する。さらに「彩度」を１段階アップさせ
る。
【００９０】
　したがって、撮影シーンとして「花」が選択されたときの記録画像に対する補正処理で
は、例えば画像処理によって花部分の輪郭を検出し、花以外の背景部分をボカす処理を施
す。また、画像処理によって彩度を向上させることにより、撮影時に上記撮影シーンが選
択されていた場合と同様の雰囲気を有する画像を得ることとなる。
【００９１】
　撮影条件名「逆光の人物」に対応する撮影条件は、逆光状態で人物を主たる被写体とし
た撮影を行うためのものである。係る撮影条件に基づく撮影時においては、「フォーカス
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」をＡＦ評価値の測定範囲が広いマルチエリアモードとし、「ストロボ発光」を強制発光
、ＥＶシフトを＋３ＥＶとし、さらに「彩度」を１段階アップさせて撮影を行う。
【００９２】
　したがって、撮影シーンとして「逆光の人物」が選択されたときの記録画像に対する補
正処理では、例えば画像処理によって人物部分の輪郭を検出し、この人物部分に対して選
択的に輝度補正を行うことにより、撮影時に上記撮影シーンが選択されていた場合と同様
の雰囲気を有する画像を得ることとなる。
【００９３】
　また、本実施形態では、記録画像の補正に際して、予め複数の被写体種別にそれぞれ対
応する複数の補正モードから所望する補正モードを、撮影シーン（見本画像）の選択操作
によってユーザーに選択させるようにしたが、所望する補正モードをユーザーに選択させ
る場合の方法については任意である。ただし、本実施形態のようにベストショット撮影機
能を有するデジタルカメラに適用する場合については、撮影シーン（見本画像）の選択操
作により補正モードを選択させれば、前述したように、ベストショット撮影機能を用いて
撮影を行う場合と同様の感覚で補正作業を行うことが可能である点において有利である。
【００９４】
　さらに、本実施形態では、再生モードで任意の記録画像を表示している間にユーザーの
キー操作に応じてシーン選択画面２０２を表示させるとともに、表示中の記録画像を対象
として本発明に係る補正処理を行うようにしたが、以下のようにしてもよい。
【００９５】
　例えば任意のモードにあるときユーザーのキー操作に応じてシーン選択画面２０２を表
示させ、ユーザーに所望とする撮影シーン（補正モード）を選択させた後には、選択され
た撮影シーンに対応する撮影条件に基づく補正処理の対象となる１又は複数の記録画像を
、ファイル名の選択操作等の任意の方法によりユーザーに選択させる。しかる後、選択さ
れた１又は複数の記録画像に対して前述した補正処理を行うようにしてもよい。
【００９６】
　その場合には、複数の記録画像に対して同一の撮影条件に基づく補正処理を一括して行
うことができるため、例えばフレーミングを変えて同一の被写体を複数回撮影することに
より記録されていた複数枚の記録画像に同一の効果（雰囲気）を付与する場合の補正作業
が楽になる。
【００９７】
　また、本実施形態では、補正対象の撮影画像がベストショット撮影機能を用いて撮影さ
れ記録された撮影画像である場合について説明したが、補正対象の撮影画像は、撮影時に
特定の被写体種別に応じた撮影条件が適用されていたものであれば、例えば被写体の種別
に応じた撮影モードを直接選択する構成のデジタルカメラにおいて撮影され記録されたも
の、すなわち撮影時に特定の被写体種別に応じた撮影条件が適用されていたものであって
も構わない。また、補正対象の撮影画像は、デジタルカメラ以外の装置、例えばデジタル
ビデオカメラや、撮影機能を備えた携帯電話端末やＰＤＡ等の他の装置により撮影された
ものであってもよい。
【００９８】
　また、本発明は撮影機能の有無に関係なく、デジタルカメラ以外のパーソナルコンピュ
ータを含む他の装置にも適用することができる。さらに、本発明は静止画像に限らず、撮
影時に特定の被写体種別に応じた撮影条件が適用されていた動画像を補正対象とし、その
画質調整を行う場合においても有効である。
【符号の説明】
【００９９】
　１　　デジタルカメラ
　２　　ＣＣＤ
　３　　ＭＰＵ
　６　　絞り
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　１２　　操作キー部
　１３　　ＴＦＴ液晶モニタ
　１５　　ＤＲＡＭ
　１６　　ＭＲＯＭ
　１７　　画像メモリ
　１０２　　見本画像データ
　１０３　　撮影条件データ
　２０１　　スルー画像
　２０２　　シーン選択画面
　２１１　　記録画像
　２１２　　補正画像
　Ｔ　　撮影条件テーブル
　Ｔｎ　他の撮影条件テーブル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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